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JRA− 55 の 速度ポ テ ン シ ャ ル に よる Walker循環の評価

t

小柴厚 （筑波大学地球環境科学専攻）、 田中博 （筑波大学 CCS ）

は じめに ：

　 こ こ 20 年程度の 低緯度大気循環に つ い て 、
ハ ドレ

ー
循環 は極方向 へ 拡大、ウォ

ー
カ
ー

循環

は強化 と西進傾向な どが指摘 されて い る。

　JRA−55 の 月平均速度 ポテ ン シ ャ ル の ピー
ク

値に よ っ て低緯度対流圏の 循環 を評価 した 。 循

環の 直接的な指標 と して対流圏上層の 発散 ・収

束は、速度ポテ ン シ ャ ル の 分布 に よ り表現 され 、

発散 ・収束が ミク ロ な現象に 対応す るの に 対 し

て 、速度 ポテ ン シ ャ ル はその 積分量であ り、大

規模 な循環 の 特徴 を表現する の に適 して い る 。

　速度 ポテ ン シ ャ ル は 赤道付近 で は対 流圏界

面で 極 大 とな り、海洋大陸付近 に ピ
ー

クが あ る

波数 1 の 構造で ある。こ の ピーク の 強度 と位置

につ い て解析 した。

結果 と考察 ：

　月平均 200hPa速度ポテ ン シ ャ ル の ピー
ク は 、

今世紀 、 強化 （図 1、 標 準化） と中心 位置の 西

進傾 向 （図 2） が見 られる 。 なお、図 には 示 さ

ない が 、赤道循環 の 指標、ゾーナル 質量流線関

数ゼ ロ 線位 置 とも整合 して い る。

図 1 ： 速度ポテ ン シ ャ ル の ピー
ク強度
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図 2 ： 速度ポテ ン シ ャ ル の ピ ー
ク位置

　 ウ」a−・・一カ
ー
循環 は 、エ ル ニ

ー
ニ ョ の 際に東進

す る。 速度ポテ ン シ ャ ル ピーク位置は 83／84年、

97／98 年に西経 90 度付近 まで 東進 して い る 。

　図 3 は 1997年 11 月 の 赤道付近 （5N−5S平均）

の 500hPa上昇流、海面気圧 、 200hPa速度 ポテ

ン シ ャ ル を、それぞれの 東西 分布で標準化 して

示す。

図 3 ：上か ら500hPa 上昇流、海面気圧 、200hPa

速度ポテ ン シ ャ ル

図 4 ： 1983 年 4 月の 200hPa 速度ポテ ン シ ャ ル

　太平洋赤道東西循環で は、おおむね海面気圧

極小 と上昇流 ピ ー
クが

一
致する構造がみ られ 、

83／84
’
年 と 97／98 年両年 とも大域的に はそ の 特

徴が み られ る 。 しか し、赤道太 平洋東部の 上 昇

流は 、1983年 4 月 は単峰型 、1997年 11 月で は

太平洋 中部 と東部の 双峰型 とな っ て い る。

　 こ の こ とに つ い て 、赤道域外 か らの 影響、海

陸分布 の 影響な どに つ い て 、席上解析 結果 を発

表す る 。
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